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令和４ 年度狛江市総合水防訓練実施計画 

 

  令和元年東日本台風以降、 狛江市は避難所運営体制の見直し や排水ポンプの導

入、 排水樋管操作要領の見直し など 様々な水害対応方針の改正を行っ てき たと こ

ろである 。 ま た、 自治体が発令する 避難情報の名称変更、 分散避難や在宅避難の

方法など 市民に周知すべき 情報も 新たに加わった。  

令和４ 年度の総合水防訓練は、 こ れら の運用強化を 図る ため、 風水害対応業務

等の更なる 習熟を 目的と し 、 同時に市民の水害への備えの意識を 高める こ と を 目

的と する 。  

 

 ⑴ 日時 

   令和４ 年６ 月 12 日（ 日） 午前８ 時 30 分から 正午ま で 

⑵ 訓練概要 

台風の接近に伴い、 多摩川の水位が上昇し てき たと の災害想定と し 、『 避難情

報等の発信』、『 避難所の開設・ 運営』、『 福祉避難ス ペース ・ 福祉避難所開設訓

練』、『 排水樋管操作』、『 災害対策本部における 意思決定』 の５ 点を 中心に実施す

る 。  

 

⑴ 災害対策本部訓練 

場 所 防災センタ ー 

時 間 午前 9 時 00 分から 午前 11 時 00 分ま で 

訓練内容 

① 危機管理監を加えた新たな体制で、 その知見を活かし た災害対策本部

運用訓練を実施する 。  

② 防災センタ ー3 階がワ ク チン接種会場と し て使用さ れている こ と か

ら 、 ワ ク チン接種と 非常時の対応を両立さ せる 手段と し て、 レ イ アウ ト

を工夫し 、 4 階会議室を使用し ての災害対策本部運用訓練を実施する 。  

③ 令和元年東日本台風を基本と し た災害を想定し 、 タ イ ムラ イ ンに基づ

き 、 各部から の報告と 、 今後の対応を検討する 。  

④ 台風通過前と 台風通過後の計２ 回の災対本部会議を実施し 、 避難情報

発令の判断や災害対応、 被災者対応の情報共有及び各部の動き を確認す

る 。  

参加職員 市長 、 副市長 、 教育長 、 危機管理監、 各部（ 局） 長 及び本部連絡員 
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⑵ 避難所開設運営訓練 

場 所 
・ 全指定避難所 

※西和泉体育館（ 風水害時には開設し ない） を除く  

時 間 

・ 各避難所個別訓練： 午前８ 時 30 分から 午前 10 時 00 分ま で 

・ 一般市民受入訓練： 午前 10 時 00 分から 午前 11 時 00 分ま で 

(市民最終受付は 10 時 45 分ま で) 
・ 関係機関展示  ： 午前 10 時 30 分から 正午ま で 

訓練内容 

① 水害によ る 避難所開設・ 運営及び感染症拡大防止対策 

・ 水害時における 検温・ 問診～受付～案内の動き の訓練 

・ 令和３ 年度の訓練で整理し た避難所内ゾーニングの確認 

・ 各種資器材の使用方法の訓練 等 

② 福祉避難ス ペース の設営と 誘導 

 水害時に要配慮者が避難し てき たこ と を想定し 、 進入経路を検討し 、 受

付と 誘導をする 訓練を実施する 。  

③ 避難情報等の避難者への提供 

 訓練中に、 災対本部やコ マラ ジから 避難情報や災害情報を提供し 、 各避

難所において避難者へ周知する 。（ 掲出や放送など の手段を考慮）  

④ 市民の受入れ訓練 

避難所での感染症対策や水害時の避難所運営の周知のため、 市民参加に

よ る 避難訓練を実施する 。  

⑤ 関係機関の展示 

参加者が、 避難所運営訓練と 関係機関の展示の両方に取り 組める よ う 、

それぞれ時間をずら し て実施する 。  

該当部等 

・ 教育部避難所担当職員 ・ 各避難所初動要員 

・ 総務部 ・ 教育部 ・ 福祉保健部 

・ 上記以外で避難所担当等に指定さ れていない職員 

 ※ 初動要員に指定さ れていない職員も 、 応援や交替要員と し て派遣さ

れる こ と を想定し 、 訓練への参加を指定する 。  

そ の 他 

・ 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の状況によ り 、 訓練規模を調整する 。  

・ 訓練に際し ては、 市役所職員、 避難所運営協議会及び施設管理者の３ 者

で避難所ごと に事前打ち合わせを行う 。  
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⑶ 福祉避難ス ペース ・ 福祉避難所開設訓練 

場 所 各指定避難所及び福祉避難所 

訓練内容 

① 各避難所における 福祉避難ス ペース の設置と 運営 

② 福祉避難ス ペース から 福祉避難所ま での移送訓練 

③ 福祉避難所の設置と 運営 

④ 看護師ボラ ンティ アに対する 教養及び訓練 

参加職員 福祉保健部職員 

そ の 他  

 

( 4)  排水樋管操作訓練 

場 所 猪方排水樋管 

訓練内容 
① 排水樋管操作要領の習熟訓練 

② 排水ポンプの操作方法の確認 

訓練細部 

① 大雨によ り 、 多摩川の水位が上昇し たこ と に伴う 、 排水樋管操作要領

に基づく 対応訓練 

② 下水道課水中ポンプ、 排水ポンプ車によ る 排水訓練 

③ 関係機関と の通信連絡訓練 

④ 災害対策本部と 現地と の情報通信訓練 

該 当 部 総務部、 環境部、 その他応援職員、 狛江市消防団 

そ の 他 関係機関への協力依頼については調整中 
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( 5)  災害時情報発信・ 共有訓練 

場 所 市役所本庁舎及びコ マラ ジ 

訓練内容 

① 台風の接近に伴い、 市災害対策本部から 避難情報等が発令さ れたこ と

を想定し 、 コ マラ ジによ る 市長 から の情報発信を行う 。  

② 各避難所において、 災害対策本部から 提供さ れる 避難情報をＳ Ｎ Ｓ 、

ホームページ及び安心安全メ ールで避難者へ情報提供する 。  

 ※避難所における 避難者への情報提供に際し ては、 ホワ イ ト ボード 等への

掲出や校内放送などそれぞれの避難所において有効な方法を検討する 。  

③ バカンの運用訓練 

  各避難所から 避難者数の報告を受け、 バカンに反映さ せたう えで市民へ

の広報につなげる 。  

④ 避難所運営訓練及び排水樋管対応訓練の現場と 通信を行い、 情報収集と

情報の整理の実動訓練を行う 。  

⑤ 福祉政策課にて市民に無償貸与し ている ラ ジオの自動起動機能の作動テ

ス ト を行う 。  

該当部等 企画財政部、 総務部、 福祉保健部、 環境部、 教育部 

そ の 他 ラ ジオ放送の実施についてはコ マラ ジと 調整する 。  

 



安心安全課

避難所開設・ 運営訓練 排水樋管操作訓練

市民の風水害に対する 備えの意識の高揚

災害対策本部

一般市民受入訓練を 実施

◆開設→検温・ 問診
→受付→誘導の流れの習熟

◆避難所内情報共有

訓練実施会場

◆福祉避難ス ペース の設営と
福祉避難所の開設、 要配慮者
の誘導訓練

◆各災対部から の報告
◆避難情報・ 水災対応の意思決定
◆事後対応・ 被災者支援策の検討と 意思決定
◆各避難所と の情報共有

重点項目

◆ポン プ設備及び排水ポンプ車の設定

◆排水樋管操作と 災対本部と の通信連絡 ◆消防団と の連携

◆コ マラ ジ緊急放送に
よ る 情報発信

◆関係機関によ る 展示

実働 実働

災害想定に対し 、 タ イ ム ラ イ ンに基づいた対応を 実践する 。

福祉避難所開設・ 運営訓練

◆S NS の発信
◆ホームページによ る 広報の実施
◆安心安全メ ールの発信
◆バカンの運用訓練

情報共有


